
❶優れた製剤技術「レインシールド®」テクノロジー
葉への付着が良く、耐雨性にも優れるため、持続性に優れた予防効果が実現します。

❷幅広い病害を予防
りんごの10病害に登録があり、黒星病をはじめ、さまざまな病害の同時予防が可能です。

❸多彩な作物に登録
広範な作物に登録があり、果樹や多種類の野菜などで幅広く使用されています。

3つのポイントが自慢です。

®は登録商標

園芸用殺菌剤

耐雨性がジマンです。

Ⓡ

雨にも負けず、
病気にも負けない！
保護力がジマンです。



●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
●空袋は圃場等に放置せず、適切に処理してください。　●防除日誌を記帳しましょう。

■適用病害と使用方法（抜粋）

■りんご病害の発生消長と散布適期 ■散布のポイント

※本剤及びマンゼブを含む農薬の総使用回数

りんご

作物名 適用病害名 希釈倍数（倍） 使用時期10アール当り
使用液量（ℓ） 使用方法使用回数※

収穫30日前まで 3回以内 散布
斑点落葉病、赤星病、黒星病、黒点病、
モニリア病、すす点病、すす斑病、
輪紋病、褐斑病、炭そ病

500～600 200～700

5月 6月 7月 8月

収穫30日前まで

●石灰硫黄合剤、ボルドー液、チオジカルブ剤との混用はさけてください。
●ボルドー液との7日以内の近接散布は薬害を生じるおそれがありますの

でさけてください。
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。散布器具の洗浄水等

は河川等に流さないでください。また、空袋等は環境に影響を与えないよ
う適切に処理してください。

●本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないように注意してくださ
い。眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。

●薬液調製時及び散布の際は、保護メガネ、農薬用マスク、手袋、不浸透性防除
衣などを着用するとともに、保護クリームを使用してください。作業後は直ち
に身体を洗い流し、洗顔・うがいをするとともに衣服を交換してください。

●作業時に着用していた衣服等は他のものと分けて洗濯してください。
●かぶれやすい体質の人は作業に従事しないようにし、施用した作物等との

接触をさけてください。
●夏期高温時の使用をさけてください。
●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにしてください。
●直射日光をさけ、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管ください。

使用上の注意

安全使用上の注意

：ジマンダイセン水和剤の散布適期
：病気の発生時期

黒星病

斑点落葉病

黒点病

炭そ病

褐斑病

（地域によって発生が違います）

■炭そ病に対する効果 長野県果樹試験場（2000年）

発病果率（％）

A剤（800倍）

2.0

13.8

0 20 40 60 80

品種：つがる（わい性台）（5年生）
発病：多発生（接種）
散布：6/15,29、7/13,27、
　　   8/2,10
調査：8/25

ジマンダイセン水和剤（600倍）

A剤（800倍）
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ジマンダイセン水和剤（600倍）ジマンダイセン水和剤（600倍）

無処理
74.7

■褐斑病防除での耐雨性 青森県産業技術センター りんご研究所（2021年）

◎黒星病防除で使用する場合は、5月
中旬以降～6月までの防除が特に
おすすめです。耐雨性に優れた剤
ですので雨前に散布するようにし
てください。

　この時期に使用することにより、黒
点病の同時防除につながるだけで
なく、斑点落葉病や褐斑病の初期
防除にもつながります。

◎6月中旬から7月中旬の時期の雨前
に使用することで炭そ病の防除に
つながります。

　この時期に使用することにより、輪
紋病だけでなく、斑点落葉病や褐
斑病の同時防除にもつながります。

◎本剤は保護殺菌剤なので、発病前
に散布をしてください。

■登録番号 ： 第22345号
■有効成分 ： マンゼブ…80.0％
■性　　状 ： 淡黄色水和性粉末  45μm以下

殺菌剤分類 M3園芸用殺菌剤

本資料は2025年2月現在の登録内容に基づいています。

ZMD‐WHA3A

東京都中央区日本橋二丁目５番１号　ホームページ https://www.nissan-agro.net/　
お客様窓口 TEL.03-4463-8271（9：00～17：30土日祝日除く）

降雨なし
降雨あり:98㎜（散布1日後に1時間）
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ジマンダイセン水和剤 600倍

降雨で効果が
下がる

降雨で効果が
下がる

降雨でも効果が
下がりにくい！

降雨でも効果が
下がりにくい！

供試品種：りんご ふじ／マルバカイドウ 1年生（ポッ
ト植え）　発病：甚発生（接種）　試験規模：1区5樹
処理月日：7/13　処理：供試薬剤を電動噴霧器で1
樹当たり約0.3ℓ散布 ＊各区に殺虫剤2剤および展着剤（マ
イリノー10,000倍）を加用　降雨：7/14  98.0㎜（1時間）
を人工降雨機にて処理　接種：7/15 (湿室で1日間
保持）⇒野外管理：7/16～（降雨の影響なし）　処理
前後の降雨の影響：なし　調査：7/29（散布16日後）
無処理区発病度：降雨なし；53.6 降雨あり；48.3


